
本の世界へ
　　ようこそ！

こんにちは
おはなし会へようこそ。来てくれてありがとう！
今日のおはなしはね…
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授乳室もできました。
赤ちゃん連れでも安心
して過ごせますよ。

施設名称▶こども図書館本の森
所在地▶中央図書館隣り（石岡市府中二丁目３番 14 号）
構造▶鉄骨造（ブレース構造）　
延べ床面積▶ 256.44㎡
休館日▶原則月曜日
※蔵書整理などのため臨時休館する場合が
あります。詳しくは図書館 HP の図書館カ
レンダーでお知らせしています。
開館時間▶午前 9 時～午後 5 時

「本の森」へ出かけよう！

館名「本の森」の由来
　昨年 8 月に市内の全小中学校の児童・生徒
およそ 5,600 人に館名を募集し、応募のあっ
た 2,926 作品の中から、市民から永く愛され
親しまれる名称であるという理由で選ばれま
した。名称を考えた児童・生徒は 4 月 1 日
に行われる記念式典で表彰されます。

■問い合わせ　
　中央図書館　☎ 24-15074 月 1日、児童書の専門館がオープン

本棚を眺めているだけでも　   新たな発見 !　　楽しいよ

広報いしおか３月１日号　№２７４　　　２　　　　　　　

「
本
の
森
」
が
目
指
す
も
の

　
「
本
の
森
」
は
中
央
図
書
館
の

隣
り
に
建
設
さ
れ
た
児
童
書
の
専

門
館
。
昨
年
10
月
か
ら
工
事
を
始

め
、
４
月
１
日
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
、
現
在
、
図
書
の
準
備
中
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
幼
児
期
に
本
に
親

し
み
家
族
や
友
だ
ち
同
士
の
絆
を

深
め
る
場
、
郷
土
愛
を
育
む
場
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
中
央
図
書
館
２
階
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
で
行
っ
て
い

た
、
お
は
な
し
会
（
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
・
４
、５
ペ
ー
ジ
参
照
）

も
「
本
の
森
」
に
で
き
た
お
は
な

し
の
へ
や
に
お
引
越
し
。
こ
れ
か

ら
は
開
放
的
な
雰
囲
気
の
じ
ゅ
う

た
ん
敷
き
の
部
屋
で
、
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
常
時
開
放
し
て

い
る
の
で
、
お
子
さ
ん
へ
の
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
窓
際
に
は
、
ソ
フ
ァ
席

と
備
え
付
け
の
学
習
机
を
設
置
。

館
内
に
は
郷
土
資
料
も
所
蔵
し
て

い
ま
す
の
で
、
調
べ
学
習
に
も
最

適
で
す
。　

　
「
本
の
森
」
の
施
設
概
要
と
図

書
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

う
皆
さ
ん
の
思
い
、
記
念
講
演
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

おはなしのへや入り口はガラスの扉になっていて、開放感のある明るい部屋になりました。

授乳室

多機能トイレ

男子トイレ

女子トイレ

児童書
コーナー

カウンター

壁面には
石岡の民
話をテー
マにした
壁画が飾
られてい
ます。

図書館カレンダーは
下記 QR コードから。



　　　　でみる
　　　　石岡市立中央図書館

79,262 人
▶平成 27 年度に図書館で本や視
聴覚資料を借りた人の数です。前
年度と比べると 9,974 人増加し
ました。

284,793 冊
▶平成 27 年度に図書館で貸し出
された本の数です。

199,412 冊
▶平成 28 年 4 月 1 日現在の蔵書
数。一般図書から児童図書まで合
わせた数です。県平均はおよそ
194,684 冊 ( 平成 27 年度）。

28,527 人
▶平成 28 年 4 月 1 日現在の登録
者数です。
\ 図書カードは 0 歳から作れます /

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
中
央
図
書
館
の
歴
史

は
明
治
時
代
に
ま
で
遡
り
ま
す
。

　

茨
城
県
立
図
書
館
が
で
き
る
よ

り
も
14
年
も
前
、
明
治
22
年
９
月

９
日
、
石
岡
尋
常
高
等
小
学
校
内

に
町
民
の
寄
付
で
設
立
さ
れ
た
関

東
初
の
図
書
館
が
、
中
央
図
書
館

の
前
身「
石
岡
書し

ょ
じ
ゃ
く
か
ん

籍
館
」で
し
た
。

設
立
者
は
33
歳
の
青
年
教
育
家

　

設
立
当
時
、
石
岡
町
の
人
口
は

１
万
数
千
、
町
役
場
の
職
員
は
全

部
で
９
名
と
い
う
時
代
。
人
的
に

も
財
政
的
に
も
町
が
手
を
出
せ
な

か
っ
た
図
書
館
運
営
に
乗
り
出
し

た
の
は
、
同
小
学
校
校
長
の
手
塚

正
太
郎
氏
。
文
化
向
上
を
掲
げ
郷

土
愛
に
燃
え
る
33
歳
の
青
年
教
育

家
で
し
た
。　

　

手
塚
氏
は
安
政
２
年
、
府
中
藩

士
の
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、

明
治
12
年
に
茨
城
県
師
範
学
校
を

卒
業
後
、
明
治
20
年
に
石
岡
尋
常

高
等
小
学
校
長
に
就
任
（
～
明
治

44
年
ま
で
）。
大
正
２
年
～
14
年
、

石
岡
町
助
役
を
務
め
ま
し
た
。

教
育
へ
の
熱
い
思
い

　

設
立
当
初
の
石
岡
書
籍
館
に

は
、
50
人
の
町
民
か
ら
、
５
０
０

冊
余
り
の
和
漢
洋
書
の
寄
付
が
集

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

当
時
の
書
籍
は
手
刷
り
の
木
版

で
大
変
高
価
な
も
の
。
石
岡
町
民

の
気
概
を
感
じ
ま
す
。

移
転
を
繰
り
返
し
…

　

大
正
12
年
に
「
町
立
」
に
な
り
、

昭
和
27
年
に
石
岡
町
役
場
の
一
室

に
移
転
。
昭
和
29
年
２
月
の
昭
和

の
合
併
で
「
石
岡
市
」
に
な
る
と
、

「
石
岡
市
立
図
書
館
」
と
改
称
し
、

石
岡
市
公
民
館
の
一
室
に
移
転
。

そ
の
後
、
昭
和
41
年
の
市
民
会
館

建
設
に
伴
い
、
石
岡
小
学
校
の
老

朽
校
舎
５
号
館
に
移
転
と
い
う
道

を
た
ど
り
、
昭
和
55
年
に
今
の
場

所
に
図
書
館
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。

あ

現在の図書館の始まりは、
　明治の石岡町民の寄付からでした

図書館は子どもが育つ場所だった

大人向けの紙芝居も貸出
◀本の森には子ども向けの本だけでなく、大
　　　　　　　　　人向けの紙芝居や絵本な
　　　　　　　　　ども所蔵しています。　
　　　　　　　　　団体貸出もあります。
　　　　　　　　　施設のレクリエーション　
　　　　　　　　　などにご利用ください。

幼児

小学生

19~39 歳

40~59 歳

60 歳以上
中学生

高校生

相互貸借・団体貸出

数字

所蔵数

図書館利用カード登録者（累計）

利用者数

貸出冊数

　　　　　　　３　　　広報いしおか３月１日号　№２７４



書
館
で
は
市
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
を
図
書
館
に
連
れ
て

来
ち
ゃ
だ
め
だ
と
思
っ
て
い
た

　

石
岡
市
で
は
平
成
25
年
度
か
ら

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
始
め
ま

し
た
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、

４
か
月
児
健
診
時
に
絵
本
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
活
動
。
34
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
毎
月
、
健
診
会
場
で

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
一
同
が
驚
い
た
の

は
、
あ
る
お
母
さ
ん
の
「
赤
ち
ゃ

ん
を
静
か
な
図
書
館
に
連
れ
て

行
っ
て
は
だ
め
だ
と
思
っ
て
い

た
」
と
い
う
言
葉
。
そ
こ
で
、
２

年
前
か
ら
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
「
お
は
な
し
グ
ル
ー

プ
な
か
よ
し
」
を
立
ち
上
げ
、
毎

月
第
１
木
曜
日
に
お
は
な
し
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
４
か
月
児
健
診

を
き
っ
か
け
に
親
子
連
れ
が
読

み
聞
か
せ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

活
動
を
始
め
て
26
年
、

ベ
テ
ラ
ン
絵
本
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　

今
日
の
お
話
は
ね
…
ろ
う
そ
く

に
灯
が
と
も
る
と
始
ま
る
「
お
は

な
し
グ
ル
ー
プ
む
か
し
む
か
し
」

の
お
は
な
し
の
時
間
。
平
成
３
年

か
ら
活
動
を
始
め
て
以
来
、
26
年

間
、
毎
月
第
３
土
曜
日
に
子
ど
も

た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

「
始
ま
っ
た
頃
は
、
土
曜
日
も
学

校
が
あ
っ
た
の
で
、
学
校
帰
り
の

小
学
生
た
ち
が
聞
き
に
立
ち
寄
っ

て
く
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
こ
こ
10

年
は
、
年
齢
も
下
が
っ
て
き
て
い

て
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
来
て
く

れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
小

貫
三
佐
子
さ
ん
。
喜
ぶ
顔
を
見
た

く
て
、
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

年
齢
層
を
見
て
、
直
前
で
本
を
選

び
直
し
た
り
追
加
し
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

「
子
ど
も
向
け
の
科
学
絵
本
と
い
う

の
が
あ
る
ん
で
す
が
、
写
真
が
た

く
さ
ん
載
っ
て
い
て
大
人
が
読
ん

で
も
面
白
い
ん
で
す
。
あ
ま
り
手

に
取
ら
な
い
本
で
も
知
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
紹
介
し
て
い
ま
す
」

読
ん
で
い
る
と
、
力
を
も
ら
う

　
読
み
聞
か
せ
の
不
思
議
な
力

　

八
郷
地
区
に
あ
る
中
央
公
民
館

で
も
読
み
聞
か
せ
を
聞
く
こ
と
が

が
で
き
ま
す
。
毎
月
第
２
土
曜
日

の
「
フ
レ
ン
ズ
や
さ
と
」
の
お
は

な
し
会
で
す
。
図
書
館
の
読
み
聞

か
せ
講
座
を
受
講
し
た
メ
ン
バ
ー

で
結
成
。

　

國
谷
浩
子
さ
ん
は
「
自
分
自
身

が
子
育
て
し
て
い
た
時
に
は
中
央

公
民
館
に
図
書
室
が
あ
る
の
を
知

ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
に

知
っ
て
い
れ
ば
…
と
い
う
思
い
も

あ
っ
て
。
今
、
子
育
て
中
の
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
立
ち
寄
れ
る

場
を
つ
く
り
た
い
」と
話
し
ま
す
。

今
年
で
活
動
を
始
め
て
10
年
が
た

ち
ま
し
た
。

　

心
地
よ
い
声
で
語
ら
れ
る
絵
本

の
温
か
い
世
界
。
子
ど
も
に
と
っ

て
も
大
人
に
と
っ
て
も
、
安
ら
ぎ

を
も
ら
え
る
場
所
で
す
。
ぜ
ひ
親

子
で
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

本
の
お
も
し
ろ
さ
を
声
に
乗
せ
て
。

　
　
親
子
で
読
み
聞
か
せ
に
出
か
け
よ
う
！

\ 新着おすすめ児童書・絵本 /

図

◀親子のやりとりに
ニヤッとしてしまい
ます。いろんなもの
に 変 身 す る な つ み
ちゃんがとっても可
愛い絵本です。

◀ぼうしシリーズ
の３作目。「ひと
つのぼうし」をめ
ぐる「ふたりのか
め」。どうなるの
かドキドキの展開
です。

◀茨 城 と い え ば
「 黄 門 さ ま 」!! 黄

門さまと一緒にク
イズを解きながら
楽しく歴史を覚え
られます。これに
て一件落着。

※読み聞かせのボランティアや図書館で活動する同好会などに関心のある人はお問い合わせください。

黄門さまの社会科クイズ１歴史・人
物の旅（国土社編集部編・国土社）

みつけてん（ジョン・クラッセン作・
長谷川義史訳・クレヨンハウス）

なつみはなんにでもなれる（ヨシタ
ケシンスケ作・絵・PHP 研究所）

広報いしおか３月１日号　№２７４　　　４　　　　　　　



「フレンズやさと」の
　　おはなしフレンズ
▶季節感を大切に、話
題の絵本や紙芝居、パ
ネルシアターを実施し
ています。おはなし会
の友だちはくまのプーさん。子どもたちに大人
気です。活動▶毎月第２土曜日・午後 2 時 30
分～ 3 時（中央公民館ロビー）

「なかよし」の
　ひよこのおはなし会
▶本は親子のコミュニ
ケーションツール。お
はなし会で知った本は
図書館で借りることが
できますよ。親子のお気に入りの 1 冊が見つかる
かも。
活動▶毎月第 2 木曜日・午前 10 時 30 分 ~11 時（本
の森・おはなしのへや）

「むかしむかし」の
　　　　　おはなし会
▶絵本の読み聞かせや
わらべ歌や手遊び、工
作で楽しみます。子ど
もたちの年齢に応じて
石岡の昔話の素話を披露することも。
活動▶毎月第 3 土曜日・午前 10 時 30 分 ~11 時（本
の森・おはなしのへや）

「本の森」
オープン記念イベント

※対象年齢はありません。オープン準備のため 3 月
中は「ひよこのおはなし会」「フレンズやさと」以外
のおはなし会はお休みになります。4 月以降、本の森
のおはなしのへやで再開します。お楽しみに！

「おはなし玉手箱」
▶図書館職員も読み聞
かせを行っています。
活 動 ▶ 毎 月 第 １ 土 曜
日・ 午 前 10 時 30 分
～ 11 時（本の森・お
はなしのへや）

参加者募集・要申込（託児有り）

▶「むかしむかし」「なかよし」「フレンズ
やさと」の皆さんによるおはなし会を開催
します。３つのグループのお話をまとめて
聞ける機会はなかなかありません。親子で、
三世代で、ぜひお出でください。

東
ひがし

直
な お こ

子さんプロフィール
　広島県生まれ。歌人、作家、早稲田大学文学学
術院文化構想学部教授。「草かんむりの訪問者」
で第 7 回歌壇賞、小説『いとの
森の家』で第 31 回坪田譲治文
学賞受賞。歌集『十階』、小説

『とりつくしま』『晴れ女の耳』、
エッセイ集『七つ空、二つ水』、
評論集『短歌の不思議』、絵本『あ
め ぽぽぽ』（絵・木内達朗）など、
著書多数。

日時／ ４月 １日（土）
午前 10時 50 分～午後 0時 10 分

日時／ ４月 １日（土）
午後 1時 30 分～ 3時

▶短歌や児童文学などを通した「ことば」
の楽しさをお伝えします。

場所／中央図書館 3 階読書室
定員／ 100 人（先着）　参加費／無料
講師／東直子氏（歌人）
※託児（3 歳児 ~ 未就学児）を希望する人
は、申し込み時にご相談ください。
■申し込み・問い合わせ
　中央図書館　☎ 24-1507

日時／ ３月 29 日（水）
午前 10時～正午

▶ひと足早く「本の森」を覗いてみません
か？市民の皆さんや関係者に向けて内覧会
を行います。

内覧会のお知らせ（申込不要）

おはなし会のご案内（申込不要）

記念講演「ことばの不思議」

　　　　　　　５　　　広報いしおか３月１日号　№２７４

場所／本の森・おはなしのへや



万

ふるさと納税を通して、石岡のファンづくりを目指す

平成 26年の寄附額…2億 2,965 万 6,303 円

平成 27 年の寄附額…2億 8,562 万 4,574 円

平成 28年の寄附額…3億 3,877万 3,887円（1月末時点）

る
さ
と
納
税
と
は
、
人
口

減
少
の
進
む
地
方
と
都
市

と
の
格
差
を
埋
め
よ
う
と
、
生
ま

れ
育
っ
た
場
所
や
応
援
し
た
い
ふ

る
さ
と
を
選
ん
で
、
寄
附
す
る
仕

組
み
で
、
平
成
20
年
度
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

納
税
と
は
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、実
際
は
自
治
体
へ
の
寄
附
で
、

石
岡
市
で
は
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
」（
※
以
下
ふ
る
さ
と
納
税
）

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

色
ん
な
も
の
を
作
れ
る
の
が
、

　
　
　
　
　
　
石
岡
市
の
強
み

　

石
岡
市
で
は
、
平
成
25
年
か
ら

30
品
の
返
礼
品
を
用
意
。
市
内
の

事
業
者
の
協
力
の
も
と
、
平
成
26

年
度
に
は
68
品
、
27
年
度
に
は

１
３
１
品
、
28
年
度
に
は
２
０
２

品
と
、
そ
の
数
を
増
や
し
て
き
ま

し
た
。

　

他
自
治
体
も
同
じ
よ
う
に
力
を

入
れ
る
中
、
毎
年
、
そ
の
額
は
伸

び
続
け
、
今
年
度
は
初
の
３
億
円

に
到
達
し
ま
し
た
。

大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

　
　
　
石
岡
の
フ
ァ
ン
づ
く
り

　

辻
で
い
ち
ご
園
を
営
む
松
延
利

雄
さ
ん
は
「
返
礼
品
の
い
ち
ご
が

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
と
い
っ
て
、

農
園
ま
で
直
接
買
い
に
来
て
く
れ

た
お
客
さ
ま
が
い
ま
し
た
。
ふ
る

さ
と
納
税
か
ら
始
ま
っ
た
新
た
な

お
客
さ
ま
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
あ
く
ま
で

石
岡
市
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
。
お
得
だ
か
ら
だ
け
で
は
な

い
、
丹
精
込
め
て
栽
培
し
て
い
る

市
内
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
魅
力

を
発
信
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け
に
、

　
　
　
石
岡
市
に
来
て
も
ら
う

　

果
物
や
地
酒
、
米
、
乳
製
品
を

始
め
と
し
た
特
産
品
に
加
え
、
今

年
度
か
ら
は
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
体
験
な
ど
も
返
礼
品
に
加
わ
り

ま
し
た
。

ふ

主な活用事業（一部抜粋）

・医療福祉 市単独事業
  （児童・生徒にかかる医療費助成）
・生涯現役事業
・子育て支援事業
・小学校入学祝品給付事業
・語学指導事業

・教育活動指導員配置事業
・TT 特別配置事業
・放課後子ども教室推進事業
・筑波山地域ジオパーク推進事業 
・環境美化推進事業
・就職支援事業

・霞ヶ浦浄化対策経費
・歴史・文化財の保護活用
・石岡のおまつり魅力アップ事業
・平和大使派遣事業
・八郷総合運動公園ウォーキング   
   整備事業

ふるさと納税の
  参加事業者、募集中！
　石岡市ならではの、ふる
さと納税の返礼品で市の魅
力を一緒に発信してくれる
事業者を募集しています。
詳しくはお問い合わせくだ
さい。

ふるさと納税を活用した、
　まちづくり進行中 ■問い合わせ　管財課

　☎ 23‒1111（内線 511）

子どもたちに平和の尊さを伝える
　　　　　中学生平和大使派遣事業

安心してウォーキングできる
　八郷総合運動公園にコースを整備

小学校の新入学生全員を対象にした
ランドセル無償給付事業

平成 25年の寄附額…3,530 万 1,000 円
０

1億

2億

3億

（円）

H25

H26

H27

H28
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現
在
の
ペ
ー
ス
で
石
岡
市
の
人

口
減
少
が
続
く
と
、
将
来
的
に
は

経
済
規
模
の
縮
小
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
27
年
10
月
に
、

人
口
減
少
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く

た
め
の
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
行
政

だ
け
で
は
な
く
、
民
間
企
業
の
皆

さ
ん
や
金
融
機
関
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

地
域
一
体
と
な
っ
て
ふ
る
さ
と

再
生
〜
地
方
創
生
〜
に
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

法
政
大
学
石
岡
総
合
体
育
施
設
が

利
用
で
き
ま
す

　

法
政
大
学
が
所
有
す
る
石
岡
総

合
体
育
施
設
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

野
球
場
、サ
ッ
カ
ー
場
、ラ
グ
ビ
ー

場
な
ど
の
ほ
か
、
２
０
０
人
が
宿

泊
で
き
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
石

岡
市
と
そ
の
周
辺
自
治
体
の
市
民

の
皆
さ
ん
が
社
会
体
育
活
動
の
範

囲
で
利
用
で
き
ま
す
。
ご
利
用
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

施
設
名
／
法
政
大
学
石
岡
総
合

体
育
施
設
（
石
岡
市
半
ノ
木

１
１
０
２
５
‐
１
）

申
込
方
法
／
使
用
日
の
１
か
月
前

か
ら
７
日
前
ま
で

利
用
料
金
／
【
宿
泊
】
１
泊

３
２
５
０
円
（
消
費
税
別
・
食
事

代
別
）【
日
帰
り
】１
５
０
０
円（
消

費
税
別
）

◎
食
事
代
、
体
育
施
設
利
用
料
金

な
ど
は
別
途
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

注
意
事
項
／
当
該
施
設
は
同
学
学

生
の
体
育
施
設
で
あ
る
た
め
、
利

用
上
の
注
意
事
項
な
ど
を
厳
守
の

上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

利
用
で
き
な
い
体
育
施
設
が
一
部

あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

法
政
大
学
石
岡
総
合
体
育
施
設

☎
２
２
・
２
３
３
１

施 設
利 用

講 演
募 集

「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て
学
ぶ

　         

　
講
演
会  

参
加
者
募
集

　内閣府の地方創生総括官として日本の人
口減少に立ち向かってきた山崎史郎氏が
様々な事例を通じて「地方創生」について
話します。
日時／ 3月 22日（水）
　　　午後 6時 30分～ 7時 30分
場所／ふれあいの里石岡ひまわりの館
対象／市内在住・在勤の人
費用／無料
定員／ 300 人
申込方法／電話で申し込み
講師／山崎史郎氏（元内閣官房 まち・ひと・
しごと創生本部事務局 地方創生総括官）
■申し込み・問い合わせ
政策企画課
☎23-1111（内線224）

講師プロフィール／昭和 29年山口県生まれ。東京大学
法学部卒業後、厚生省（厚生労働省）に入省。介護保険
法の成立から実施に携わり「ミスター介護保険」と呼ば
れる。内閣総理大臣秘書官、内閣府政策統括官、消費者
庁次長などを歴任した後、平成 27年 1月に地方創生総
括官に就任。人口減少に立ち向かう司令塔のキーパーソ
ンとして活躍し、平成 28年 6月に退官。

テニスコート

施設内食堂

　　　　　　　７　　　広報いしおか３月１日号　№２７４



▲植樹する市長と地元の子どもたち

▲職員の話に真剣に耳を傾ける児童たち

の意味を伝える、租税教室を開催税 室神社の不動明王を修復横

▲修復された不動明王は、木曽ヒノキの寄せ木造りで高さ 49 ｃｍです
　

柿
岡
の
横
室
神
社
に
あ
る
市
指
定

文
化
財
「
不
動
明
王
」
仏
像
が
地
元

住
民
よ
っ
て
修
復
さ
れ
、
11
月
21
日

に
氏
子
20
人
が
参
列
し
て
開
眼
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

老
朽
化
で
指
や
剣
、
光
背
な
ど
の

一
部
が
欠
け
て
い
ま
し
た
が
、 

今
回

の
修
復
に
よ
り
、
元
に
近
い
姿
に
よ

み
が
え
り
ま
し
た
。

　

ま
た
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
が
修
復

前
に
専
門
機
関
で
科
学
的
分
析
（
放

射
性
炭
素
測
定
）
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

平
安
時
代
の
ヒ
ノ
キ
材 

が
使
用
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

▲佐久の大スギミニ企画展。大スギの一部が展示されました

　

県
指
定
天
然
記
念
物
で
樹
齢

１
３
０
０
年
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て

い
る
巨
樹
「
佐
久
の
大
ス
ギ
」。
佐

久
の
大
ス
ギ
保
存
会
（
大
場
洋
一
会

長
）
で
は
、
昨
年
か
ら
枯
れ
枝
の
切

除
や
避
雷
針
の
修
復
、歩
廊
の
洗
浄
・

修
理
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
、
佐
久
の
鹿
島
神
社
境

内
で
事
業
完
了
を
記
念
し
た
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
こ
れ
ま

で
の
事
業
内
容
の
説
明
や
植
樹
式
が

行
わ
れ
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
や
市

長
ら
が
、ス
ギ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

大
場
洋
一
会
長
は
「
鹿
島
神
社
の

ご
神
木
で
あ
る
大
ス
ギ
は
地
元
の
シ

ン
ボ
ル
で
す
。
今
回
、
多
く
の
方
々

の
協
力
で
見
学
で
き
る
環
境
が
整
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
守
っ

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
多
く
の
人
た

ち
に
見
学
に
来
て
ほ
し
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

式
典
当
日
は
「
佐
久
の
大
ス
ギ
ミ

ニ
企
画
展
」
を
隣
接
す
る
佐
久
農
村

集
落
セ
ン
タ
ー
で
同
時
開
催
。
平
成

９
年
度
か
ら
行
わ
れ
た
樹
勢
回
復
事

業
の
様
子
な
ど
を
、
写
真
や
説
明
文

の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
て
紹
介
し
ま
し

た
。
同
展
に
は
、
市
民
の
方
か
ら
お

借
り
し
た
大
ス
ギ
の
写
真
や
絵
も
飾

ら
れ
、
訪
れ
た
人
は
熱
心
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

 久の大スギ樹勢回復・周辺環境整備事業完了記念式典を開催佐

このマークのある話題は
「広報いしおか」facebook

で紹介しています
まちのわだい

　

毎
年
、
税
務
課
職
員
が
市
内
の
小

学
校
を
巡
回
し
て
租
税
教
室
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
９
校
で
実
施
し

ま
し
た
。
１
月
25
日
に
行
っ
た
杉
並

小
学
校
で
は
、
税
金
は
何
の
た
め
に

あ
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
て

い
る
の
か
を
伝
え
ま
し
た
。
話
を
聞

き
な
が
ら
、
メ
モ
を
と
る
児
童
た
ち

の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。

　

６
年
２
組
の
友
部
彩
乃
さ
ん
は
、

「
税
金
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
が
お

互
い
に
、
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
支

え
る
た
め
に
払
う
、
大
切
な
お
金
な

ん
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
」
と
話
し
ま
し
た
。
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楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。

▲不便は発明工夫のヒント！笑顔で受賞作品を持つ信田さん ▲統計功労者表彰式に出席した受賞者の皆さん

　

平
成
28
年
度
茨
城
県
統
計
功
労
者

表
彰
式
が
１
月
18
日
に
茨
城
県
庁
で

開
催
さ
れ
、
長
年
統
計
調
査
に
尽
力

し
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
岡
市
で
は
、
14
人
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

【
茨
城
県
知
事
表
彰
】
位
田
俊
臣
、

比
氣
憲
治
、
髙
野
惣
一
、
山
口
忠

男
、
矢
口
輝
行
【
茨
城
県
統
計
協
会

総
裁
表
彰
】
稲
田
明
浩
、關
重
太
郎
、

齊
藤
博
義
、
佐
藤
博
、
関
甫
也
、
友

部
敏
英
【
総
務
大
臣
表
彰
】〈
平
成

27
年
国
勢
調
査
〉
指
導
員　

田
村
貞

雄
、
山
口
由
夫　

調
査
員　

額
賀
哲

夫
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

統 計調査員 14 人が県統計功労賞受賞

　

国
府
中
１
年
の
信
田
明
日
香
さ
ん

が
、
第
60
回
茨
城
県
発
明
工
夫
展

で
「
公
益
社
団
法
人
発
明
協
会
会
長

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
子
ど
も
や

高
齢
者
が
持
ち
や
す
い
よ
う
に
、
熱

を
通
し
に
く
く
柔
ら
か
い
素
材
に
包

ま
れ
た
針
金
を
茶
碗
の
取
っ
手
に
し

ま
し
た
。「
ご
は
ん
を
楽
し
く
安
全

に
」
と
名
付
け
ら
れ
た
作
品
は
、
一

緒
に
暮
ら
し
て
い
る
祖
父
母
と
食
事

を
し
て
い
る
時
に
思
い
つ
い
た
と
話

し
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
の
が
嬉

し
い
。
こ
れ
か
ら
も
役
に
立
つ
も
の

を
考
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

おじいちゃんを思う気持ちに奨励賞

▲放水の様子。災害から文化財を守り後世に伝えていきましょう

岡商業生が商品開発を勉強中！石

　

石
岡
商
業
高
校
で
は
２
年
前
か
ら

市
内
事
業
者
の
協
力
の
も
と
、
授
業

の
一
環
で
生
徒
た
ち
に
よ
る
商
品
開

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
石
岡
の
こ
と

を
調
べ
、
自
分
た
ち
で
も
試
作
を

し
、
お
店
へ
提
案
。
そ
の
う
ち
の
一

つ
が
１
月
末
ま
で
限
定
販
売
し
て
い

た
、
県
産
の
さ
つ
ま
い
も
を
使
っ
た

シ
チ
ュ
ー
の
ラ
ー
メ
ン
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
こ
の
授
業
で

は
自
分
の
意
見
を
言
葉
に
し
、
そ
れ

を
メ
ン
バ
ー
や
お
店
の
人
に
伝
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲石岡商業高校の生徒と今回協力した玄武亭の石田さん（右）

宮八幡神社で消防訓練を実施若

　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に
よ
る
消

防
訓
練
が
１
月
24
日
、
若
宮
八
幡
神

社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
は
市
消

防
本
部
と
石
岡
消
防
署
、
若
宮
八
幡

神
社
、
若
松
地
区
、
文
化
振
興
課
職

員
ら
が
参
加
。
若
宮
八
幡
神
社
付
近

で
出
火
し
、
付
近
に
延
焼
の
お
そ
れ

が
あ
る
と
の
想
定
で
通
報
を
受
け
た

消
防
隊
員
が
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　

宮
本
教
育
部
長
は
「
市
に
は
現

在
、
国
指
定
文
化
財
が
７
件
、
県
指

定
が
38
件
、
市
指
定
が
80
件
あ
り
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
や
消
防
の
人
た

ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
守
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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育
訓
練
の
参
加
日
数
分
を
支
給
）

※
自
宅
か
ら
教
育
訓
練
実
施
駐
屯

地
ま
で
の
交
通
費
も
支
給

受
付
期
限
／
４
月
７
日
（
金
）

※
締
切
日
必
着

試
験
日
／
４
月
14
日
（
金
）
～
18

日
（
火
）
の
い
ず
れ
か
１
日

合
格
発
表
／
５
月
19
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部 

土

浦
地
域
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６

　

w
w

w
.m

o
d

.g
o

.jp
/p

co
/

ibaraki/

健
康
体
操
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

参
加
者

日
時
／
３
月
18
・
25
日
、
４
月
１

日
（
土
・
全
３
回
）
午
前
９
時
30

分
～
11
時

※
予
備
日
４
月
８
日
（
土
）

場
所
／
柏
原
野
球
公
園

定
員
／
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
１
回
５
０
０
円

申
込
締
切
／
３
月
15
日
（
水
）

そ
の
他
／
飲
み
物
と
タ
オ
ル
を
持

参
し
、
動
き
や
す
い
服
装
と
運
動

靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

柏
原
運
動
施
設
（
田
村
）

☎
２
３
・
８
１
５
８

1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

ＨＰ

イ

ベ

ン

ト

早
春
！
自
然
散
策
ハ
イ
キ
ン
グ

▼
日
本
の
里
百
選
に
選
ば
れ
た
、

上
青
柳
地
区
の
美
し
い
里
山
を
散

策
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

日
時
／
３
月
18
日
（
土
）
午
前
９

時
受
け
付
け
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所
／
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

駐
車
場

参
加
費
／
大
人
５
０
０
円
、
中
学

生
以
下
２
０
０
円
（
県
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
入
園
料
含
む
）

持
ち
物
／
雨
具
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
弁
当
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な

ど
（
昼
食
代
は
自
己
負
担
）

定
員
／
２
０
０
人

※
石
岡
、
笠
間
、
桜
川
市
の
特
産

品
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
／
３
月
13
日
（
月
）
ま

で
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で

住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
性
別
・

生
年
月
日
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
伝
え
て
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

2
笠
間
・
吾
国
愛
宕
県
立
自
然
公

園
協
議
会
事
務
局
（
観
光
課
内
・

内
線
１
１
３
４
）

〒
３
１
５-

０
１
９
５

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
‐
１

℻
４
３
・
６
３
８
４

（
募
集
）

保
健
師
・
助
産
師
を
募
集

応
募
資
格
／
保
健
師
も
し
く
は
助

産
師（
自
動
車
普
通
免
許
が
必
要
）

募
集
人
数
／
若
干
名

報
酬
／
時
給
１
２
５
０
円

※
交
通
費
の
支
給
あ
り

勤
務
日
／
月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・

祝
日
は
休
み
）

勤
務
時
間
／
週
29
時
間
（
お
お
む

ね
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

勤
務
場
所
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

業
務
内
容
／
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
の
相
談
、
支
援
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
・
１
３
８
６

平
成
29
年
度
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
・
技
能
公
募
）

▼
予
備
自
衛
官
補
は
将
来
予
備
自

衛
官
に
な
り
社
会
人
や
学
生
で
あ

り
な
が
ら
有
事
の
際
は
自
衛
官
と

し
て
社
会
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

応
募
資
格
／
【
一
般
】
18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
人

【
技
能
】
18
歳
以
上
（
保
有
国
家

免
許
資
格
に
応
じ
）
53
～
55
歳
未

満
の
人

手
当
等
／
日
額
７
９
０
０
円
（
教

募

集

市内の月間交通事故件数【1/31 現在】
・発生件数　　　28 件　（  2）
・死 者 数　　　0 人　（  0）
・負傷者数　　　40 人　（  2）
・物損事故　　140 件　（-4）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

情報ネット
ワーク

information

ＨＰ
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（
お
知
ら
せ
）

東
日
本
大
震
災
に
係
る

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の

申
請
期
間
を
延
長

▼
こ
の
支
援
制
度
は
地
震
や
豪
雨

な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
住
宅

に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
世
帯
の

生
活
の
再
建
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。

支
援
金
申
請
期
限
／

基
礎
支
援
金
・
加
算
支
援
金

平
成
30
年
４
月
10
日
（
火
）
ま
で

（
12
か
月
延
長
）

対
象
／
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住

宅
が「
全
壊
」、「
大
規
模
半
壊
」（
解

体
ま
た
は
大
規
模
修
復
を
要
す
る

も
の
）
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
。

※
半
壊
や
一
部
損
壊
の
住
宅
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
６
）

難
病
患
者
福
祉
見
舞
金
の

　
　
　
　手
続
き
は
お
早
め
に

▼
申
請
期
限
は
３
月
31
日
ま
で
。

申
請
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

対
象
／
平
成
28
年
10
月
１
日
現
在

市
内
在
住
の
難
病
患
者
（
同
現
在

の
指
定
難
病
３
０
６
疾
患
に
該
当

す
る
人
）

見
舞
金
額
／
１
人
に
つ
き
年
額

３
万
円

提
出
書
類
／
①
石
岡
市
難
病
患
者

福
祉
見
舞
金
支
給
認
定
申
請
書

（
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

②
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者

証
（
写
し
）
ま
た
は
当
該
疾
病
に

つ
い
て
継
続
し
て
治
療
を
要
す
る

こ
と
を
証
す
る
医
師
の
診
断
書

※
特
定
疾
患
登
録
者
証
は
制
度
廃

止
に
伴
い
対
象
外
。

③
認
め
印
④
本
人
名
義
の
預
金
通

帳
（
対
象
者
が
15
歳
未
満
の
場
合

は
保
護
者
名
義
）

そ
の
他
／
申
請
書
の
提
出
や
対
象

疾
患
な
ど
は
市
民
窓
口
課
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
８
３
）

い
き
い
き
活
動
事
業  

第
４
回

▼
外
出
す
る
機
会
の
少
な
い
65
歳

以
上
の
人
と
付
き
添
い
の
人
が
対

象
で
す
。
生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応

援
事
業
の
対
象
で
す
。

日
に
ち
／
３
月
28
日
（
火
）

※
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
午

後
１
時
20
分
集
合
。

訪
問
先
／
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
茨
城
工

場
見
学
（
守
谷
市
）

※
福
祉
バ
ス
で
移
動
し
ま
す

定
員
／
約
30
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
付
き
添
い
は
１
人
ま
で
）

参
加
費
／
無
料

申
込
方
法
／
３
月
１
日
～
10
日
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

手
話
通
訳
者
が
サ
ポ
ー
ト

▼
市
で
は
手
話
通
訳
者
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
事
前
に
登
録
す
れ
ば

市
役
所
以
外
の
場
所
に
も
派
遣
で

き
ま
す
。

市
役
所
安
心
し
あ
わ
せ
館

毎
週
月
曜
日
、第
１
・３
・
５
木
曜
日

八
郷
総
合
支
所　

第
２
・
４
木
曜
日

※
利
用
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

で
、
曜
日
は
変
更
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
６
２
）

℻
２
７
・
５
８
３
５

石
岡
市
都
市
計
画
審
議
会
を
開
催

日
時
／
３
月
22
日
（
水
）
午
前
10

時
か
ら

※
傍
聴
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30

分
～
９
時
55
分

場
所
／
市
役
所
本
館
１
階
大
会
議
室

内
容
／
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
策
定
に
つ
い
て

傍
聴
定
員
／
10
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

※
開
催
が
変
更
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
都
市
計
画
課
（
内
線
２
９
２
）

お

知

ら

せ

申込資格／①～③全てに該当
①平成 29 年３月末現在、保護者
が市内に１年以上在住している人
②人物・学力ともに優秀で、経済
的理由から修学が困難な人
③平成 29 年度の高等学校または高
等専門学校在学者（予定者を含む）
採用予定人数／ 14 人
支給額／年額８万円
申込方法／募集要項を確認の上、
願書を添えて直接申し込み。
※願書などは窓口か市ホームペー
ジからもダウンロードできます。
■申し込み・問い合わせ
2 教育総務課（内線 1254）

石岡市奨学生募集！
3 月 1 日（水）～ 31 日（金）まで
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1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

お

知

ら

せ

情報ネット
ワーク

information

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業「
新
し
い
総
合
事
業
」

が
始
ま
り
ま
す

▼
４
月
１
日
か
ら
、
介
護
保
険
で

要
支
援
１
と
要
支
援
２
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
が
利
用
し
て
い
る

訪
問
ヘ
ル
パ
ー
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
制
度
が
、市
が
主
体
と
な
る「
新

し
い
総
合
事
業
」
へ
移
行
さ
れ
ま

す
。
現
在
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
は
、
移
行
後
も
引
き
続
き
利
用

で
き
ま
す
。
移
行
に
伴
い
、
認
定

の
更
新
手
続
き
が
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
「
新
し
い
総
合
事
業
」
は
、

介
護
保
険
の
予
防
給
付
の
う
ち
、

訪
問
介
護（
訪
問
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
）

通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
に
、

介
護
保
険
制
度
の
地
域
支
援
事
業

と
し
て
、
市
町
村
が
実
施
す
る
事

業
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

1
介
護
保
険
室
（
内
線
１
５
５
）

▼平成 28 年度、一般財団法人
自治総合センターの宝くじの助
成金で、国分町の太鼓・獅子小
屋・獅子頭などを整備しまし
た。同センターでは宝くじの社
会貢献広報事業として、コミュ
ニティ活動に必要な施設や備品
を整備するための助成を行って
います。
■申し込み・問い合わせ
1 まちづくり協働課（内線 141）

　一般財団法人 
自治総合センターの助成

本
館
・
支
所
・
ひ
ま
わ
り
の
館
の

自
動
血
圧
計
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
、
杏
和
会
（
江
畑

隆
夫
代
表
）か
ら
自
動
血
圧
計（
架

台
セ
ッ
ト
付
き
）
３
台
が
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
本
館
２
階
ロ
ビ
ー
、
八

郷
総
合
支
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
ふ
れ

あ
い
の
里
ひ
ま
わ
り
の
館
ロ
ビ
ー

に
１
台
ず
つ
設
置
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広報いしおか３月１日号　№２７４　　１２　　　　　　　
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国 保
保険証

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の
色
が

　
　
　４
月
か
ら
み
ど
り
色
に
変
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は

毎
年
更
新
さ
れ
ま
す
。
４
月
か
ら

は
、
現
在
の
エ
ン
ジ
色
か
ら
み
ど

り
色
に
変
わ
り
ま
す
。

●
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

　

保
険
証
は
、
３
月
下
旬
に
配
達

日
な
ど
が
記
録
さ
れ
る
特
定
記
録

郵
便
で
、
各
世
帯
主
宛
て
に
郵
送

し
ま
す
。

　

４
月
１
日
ま
で
に
届
か
な
い
場

合
は
、
保
険
年
金
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
75
歳
以
上
が
対

象
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
は
、７
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

・ 

修
学
の
た
め
に
他
市
町
村
へ
転

出
す
る
場
合

・ 

保
険
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
（
14
日
以
内
に
届
け

出
が
必
要
）

そ
の
他
の
注
意
点

1
国
保
へ
の
加
入
や
脱
退
な
ど
の

手
続
き
中
の
時
は
、
医
療
機
関
の

窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

2
保
険
証
は
、
被
保
険
者
の
証
明

書
で
あ
り
、
医
療
を
受
け
る
受
診

券
で
す
。
病
院
な
ど
に
預
け
ず
、

必
ず
手
元
に
保
管
し
て
大
切
に

扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

3
保
険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
の

意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。臓
器
移
植
へ
の
理
解
を
深
め
、

意
思
表
示
欄
へ
の
記
入
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。（
目
隠
し
シ
ー
ル
付
き
）

届
出
・
申
出
が
必
要
な
場
合

　保険証の送付を簡易書留郵便
にしたい人は、150 円の自己
負担が必要になります。保険証
と 150 円分の切手を国保の窓
口へ持参の上、３月９日（木）
までにお申し込みください。
　郵便で申し込む場合は、任意
の用紙に「簡易書留郵便希望」
と明記し、保険証番号、世帯主
氏名、住所、電話番号を記入
し、150円分の切手を同封の上、
送付してください。
※３月 10日（金）必着

簡易書留郵便による送付を
希望する人へ

▲保険証の下地の色が、
　エンジ色からみどり色になります

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
１
５
‐
８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

保
険
年
金
課

☎
２
３・１
１
１
１
（
内
線
１
４
３
）

石
岡
市
民
の
歌
「
石
岡
、
わ
が

ふ
る
さ
と
」・
合
併
10
周
年
記

念
誌
「
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ａ　

Ｓ

Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
」
を
販
売
中
！

●
販
売
場
所

【
市
役
所
】

秘
書
広
聴
課
、
支
所
総
務
課

【
市
内
店
舗
】

ア
キ
ヤ
マ
書
店
、イ
チ
ム
ラ
書
店
、

た
か
ぎ
書
店
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ

ピ
ア
シ
テ
ィ
石
岡
店
・
ヤ
マ
ニ
石

岡
店
、カ
ギ
ヤ
楽
器（
Ｃ
Ｄ
の
み
）、

な
べ
や
書
店
（
記
念
誌
の
み
）

●
価
格

石
岡
市
民
の
歌

「
石
岡
、
わ
が
ふ
る
さ
と
」
Ｃ
Ｄ

５
０
０
円
（
税
込
）

合
併
10
周
年
記
念
誌

「
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
」

　
　
　

        

７
０
０
円
（
税
込
）

■
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）
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新ごみ処理施設整備
　運営事業者の公募選定に向けて

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　経
過
報
告

　

霞
台
厚
生
施
設
組
合（
以
下「
組

合
」
と
い
う
）
は
、
石
岡
市
、
小

美
玉
市
、
か
す
み
が
う
ら
市
、
茨

城
町
の
４
市
町
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
ご
み
処
理
広
域
化
事
業

（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
）
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
昨
年
度
内
に
策
定
さ

れ
た
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

基
本
構
想
を
踏
ま
え
、
よ
り
具
体

的
か
つ
専
門
的
に
検
討
し
て
い
く

た
め
、
廃
棄
物
処
理
や
環
境
に
関

す
る
学
識
経
験
者
を
含
む
委
員
会

を
組
合
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
新
処
理
施
設
の
整
備
内
容
や

整
備
後
の
運
営
方
式
、
本
事
業
に

伴
う
環
境
影
響
の
ほ
か
、
法
令
に

基
づ
く
事
業
者
選
定
基
準
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
28
年
８
月
に

委
員
会
の
中
間
報
告
を
受
け
て
、

組
合
が
公
募
に
よ
り
メ
ー
カ
ー
へ

の
見
積
り
な
ど
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
な
ど
か
ら
処
理
お
よ
び

事
業
方
式
を
検
証
の
上
、
委
員
会

の
最
終
答
申
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

■問い合わせ　霞台厚生施設組合 建設計画課
　☎ 56-7773　℻ 26-8660　　kd-kensetsu@outlook.jp 　

■
事
業
者
公
募
選
定
に

　
　
　
　
　か
か
わ
る
主
な
予
定

事
業
実
施
の
判
断
に
つ
い
て

　

今
後
、
組
合
で
は
、
委
員
会
の

最
終
答
申
の
内
容
や
住
民
説
明
会

な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

４
市
町
間
で
協
議
を
深
め
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
広
域
化
に
よ
る
新

処
理
施
設
整
備
事
業
を
進
め
る
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
あ
ら
た

め
て
比
較
検
証
し
た
上
で
、
議
会

の
議
決
に
よ
っ
て
、
最
終
的
な
事

業
実
施
の
是
非
を
判
断
す
る
予
定

で
す
。

関
連
予
算
と
事
業
者
公
募
選
定

　

組
合
議
会
お
よ
び
４
市
町
議
会

の
事
業
費
予
算
の
議
決
を
得
た
こ

と
か
ら
、
地
方
自
治
法
に
基
づ

く
総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
方

式
（
事
業
者
か
ら
の
価
格
お
よ
び

技
術
な
ど
の
提
案
を
総
合
的
に
評

※ DBO（Design Build Operate）方式は自治体が施設を建
設し、一括して民間事業者に 15 ～ 20 年間の長期運営を
委託する契約方式

処理能力 焼却施設 215 t / 日（2 炉）
マテリアルリサイクル施設 22 t / 日

処理及び
事業方式

処理方式　ストーカー式焼却炉
　　　　　（灰処理は外部委託）
事業方式　DBO 方式（運営期間 20 年、
　　　　　35 年使用可能な適正管理
　　　　　を付帯条件）

主な処理
対象物

可燃不燃ごみ、缶金属類（小型家電含
む）、粗大ごみ、ビン、ペットボトル

排ガス
規制値

法規制値を上回る自主規制値を設定
（最新の整備事例である水戸市と同水準）

他環境
基準

騒音、振動、悪臭、排水基準など地元
自治体が定める規制値などを遵守

　新処理施設の整備運営概要（委員会最終答申）

ごみ処理広域化

価
）
で
、
事
業
者
の
公
募
お
よ
び

選
定
手
続
き
を
行
い
ま
す
。な
お
、

具
体
的
な
事
業
者
の
審
査
と
選
定

は
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
学
識
経

験
者
を
含
む
委
員
会
に
お
願
い
し

て
い
き
ま
す
。

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
29
年
２
月

事
業
者
の
公
募

平
成
29
年
８
月

事
業
者
の
選
定
（
選
定
後
、
事
業

者
と
の
契
約
に
係
る
議
会
の
審

議
）

平
成
29
年
10
月

選
定
事
業
者
と
の
設
計
協
議
（
約

１
年
か
け
て
行
い
、
そ
の
後
工
事

着
工
へ
）

平
成
33
年
４
月

新
処
理
施
設
の
運
用
開
始

※
メ
ー
カ
ー
と
の
癒
着
や
談
合
に

配
慮
し
、
公
平
公
正
な
事
業
者
選

定
手
続
き
を
確
保
す
る
た
め
、
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
や
そ
こ
で
の
審

議
内
容
は
事
業
者
選
定
後
に
公
表

し
ま
す
。
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■
説
明
会
開
催
状
況
に
つ
い
て

　

組
合
で
は
外
部
有
識
者
に
よ
る

委
員
会
か
ら
の
中
間
答
申
を
受

け
、
今
後
の
新
処
理
施
設
整
備
事

業
者
の
公
募
に
際
し
て
、
住
民
か

ら
の
意
見
な
ど
を
伺
う
た
め
、
ご

み
の
減
量
や
資
源
化
を
所
管
す
る

構
成
市
町
の
担
当
課
と
共
催
し
、

市
町
別
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

４
市
町
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
組
合
含
む
）
で
お
知
ら
せ

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
説
明
会
参

加
者
に
配
布
す
る
資
料
を
掲
載
し

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
県
所
管
部

署
（
廃
棄
物
対
策
課
及
び
市
町
村

課
）、
報
道
機
関
へ
の
情
報
提
供

も
行
い
、
住
民
が
こ
れ
ら
の
情
報

に
接
す
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と

に
努
め
ま
し
た
。

　

説
明
会
（
計
４
回
）
へ
の
参
加

者
数
は
合
計
52
人
、
こ
の
う
ち
関

係
職
員
や
議
員
を
除
い
た
数
は
、

延
べ
37
人
（
複
数
回
参
加
さ
れ
た

方
を
含
む
）、
１
会
場
あ
た
り
の

平
均
参
加
者
は
約
９
人
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
ご
回
答
い
た
だ
い

た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
延
べ
37
通
、
こ

の
中
で
、「
説
明
内
容
に
つ
い
て

■
事
業
実
施
に
向
け
て

市
町
別
説
明
会
で
は
、
参
加
者

の
年
代
（
50
～
60
代
以
上
：
94
％
）

や
性
別
（
男
性
：
73
％
）
に
傾
向

が
見
ら
れ
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、「
ご
み

減
量
や
資
源
化
を
優
先
す
べ
き
」

な
ど
事
業
そ
の
も
の
へ
の
反
対
意

見
や
「
事
業
費
高
騰
に
伴
う
財
政

負
担
」、「
施
設
周
辺
環
境
」
に
つ

い
て
不
安
視
す
る
意
見
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
昨
年
実
施
し
た
無
作

為
抽
出
に
よ
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
「
処
理
施
設
に
定
期
的

に
直
接
ご
み
を
持
ち
込
む
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
が
少
な
く
（
全

体
の
２
％
）、
新
処
理
施
設
整
備

の
事
業
成
果
を
コ
ス
ト
縮
減
に
求

め
る
意
見
が
最
も
多
い
（
全
体
の

55
％
）
状
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
行
政
の
責
務
と
し
て
、

コ
ス
ト
を
減
ら
し
な
が
ら
住
民
生

活
に
欠
か
せ
な
い
安
定
し
た
廃
棄

物
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
、
事
業
実
施
に
向
け
て
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
住
民
説
明
会
の

開
催
結
果▲ 10 月 12 日、市役所本館会議室（石岡市）で開催

した収集運搬事業者向け説明会の様子

　

組
合
で
は
、
昨
年
度
か
ら
本
事

業
が
管
内
住
民
や
事
業
者
な
ど
に

及
ぶ
影
響
な
ど
を
考
慮
し
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
事
業

の
紹
介
を
す
る
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー

ト
、
説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
通
じ
て
、
ご
み
処
理
に
関

す
る
全
体
ニ
ー
ズ
の
実
態
把
握
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
踏
ま
え
、
事
業
の
経
過
や
外
部

有
識
者
委
員
会
に
お
け
る
審
議
経

過
な
ど
を
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供
、
ま
た

説
明
会
を
通
じ
て
の
ニ
ー
ズ
把
握

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

ご
理
解
い
た
だ
け
た
」
と
の
意
見

が
52
・
８
％
（
19
／
36
）、「
事
業

に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
」
と
の
意

見
が
35
・
３
％（
12
／
34
）で
し
た
。

日　時 会　場 開催地区 参加者数 ｱﾝｹｰﾄ

 11 月 12 日（土）午前 10 時～  ゆうゆう館  茨城町 ６（９）　 ６

 11 月 15 日（火）午後７時～  美野里公民館  小美玉市 ８（18）　 ９

 11 月 17 日（木）午後７時～  ひまわりの館  石岡市 13（13）　 12

 11 月 19 日（土）午後７時～  千代田公民館  かすみがうら市 10（12）　 10

平均 ー ー 9（13）　 ー

※参加者数のカッコ内の数字は、議員など関係者を含めたもの。
※上記のほか、地元地区や関連事業者などを対象にした説明会（計４回）を事前に実施。

　

石
岡
市
で
は
２
施
設
（
霞
台
厚

生
施
設
組
合
・
新
治
地
方
広
域
事

務
組
合
）
の
運
営
を
し
て
お
り
、

ご
み
の
処
理
に
は
多
額
の
経
費
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
石
岡
市
・
小

美
玉
市
・
か
す
み
が
う
ら
市
・
茨

城
町
の
４
市
町
は
、
老
朽
化
し
て

い
る
３
施
設
を
１
施
設
に
集
約
す

る
こ
と
で
、
広
域
化
に
よ
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生

か
し
、
建
設
や
運
営
の
コ
ス
ト
削

減
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

石
岡
市
で
も
、
２
施
設
を
改
修

す
る
よ
り
も
１
施
設
に
集
約
す
る

こ
と
で
、
コ
ス
ト
削
減
効
果
に
よ

る
市
民
の
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
４
市
町
に
お
け
る
協
議
の
結

果
、
新
ご
み
処
理
施
設
を
建
設
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
）
の
促
進
は
、
ご
み

処
理
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
上
で

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ

な
い
こ
と
か
ら
も
、
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
ご
み
処
理
広
域
化
に
よ
る

　
　
　
　
　
　コ
ス
ト
削
減
効
果
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春
先
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、

風
の
強
い
日
が
多
い
こ
と
か
ら
、

一
年
の
中
で
最
も
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
季
節
で
す
。

　

全
国
統
一
防
火
標
語
『
消
し
ま

し
ょ
う
　
そ
の
火
そ
の
時
　
そ
の

場
所
で
』
を
合
言
葉
に
、
も
う
一

度
皆
さ
ん
の
家
庭
の
防
火
対
策
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

　

住
宅
火
災
に
よ
る

死
傷
者
の
多
く
は
、

「
逃
げ
遅
れ
」
が
原

因
で
、
最
近
は
高
齢

者
の
死
傷
者
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
火
災

の
発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く

れ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

石
岡
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
っ
て

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

電
池
切
れ
に
注
意
！

　

定
期
的
に
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す

な
ど
し
て
作
動
確
認
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
電
池
が

切
れ
る
と
作
動
し
な
く
な
り
ま
す
。

本
体
は
、
お
お
む
ね
10
年
を
目
安

に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

地
震
に
よ
る
電
気
火
災
を
防
ぐ

た
め
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設
置

し
ま
し
ょ
う

　

地
震
に
よ
っ
て
発
生
す
る
火
災

の
６
割
以
上
が
電
気
を
原
因
と
す

る
電
気
火
災
で
す
。

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
設
定
値

以
上
の
揺
れ
を
感
知
し
た
場
合
に
、

自
動
的
に
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し

て
通
電
火
災
を
防
ぎ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
石
岡
市
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

　

防
災
関
係
者
を
名
乗
り
、
消
火

器
な
ど
の
防
災
機
器
を
不
正
販
売

す
る
業
者
が
い
ま
す
。

　

不
審
に
思
っ
た
場
合
は
、
消
防
本

部
予
防
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

火 災
予 防

確
認
し
ま
し
ょ
う
家
庭
の
防
火
対
策

■問い合わせ　
市消防本部 予防課
☎ 23-0119
　 fd.city.ishioka.lg.jp

満喫うさぎ カイ 嗜みうさぎ モモア

※石岡市マスコットキャラクターの消防バージョン

３
月
１
日
〜
７
日　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

関東鉄道グリーンバス
に防火・救命ポスター
が掲示されています！

３月 15日（水）まで

▲写真は関東鉄道グリーンバス石岡営業所の植田所長
（右）と小松﨑消防長。
「バスを利用する皆さんがポスターに目をとめてもら
えるようなデザインになったと思います。市内の公共
機関にも掲示して防火・救命の啓発をしていきたい」
と小松﨑消防長は話します。

　

関
東
鉄
道
グ
リ
ー
ン
バ
ス
の
車

内
掲
示
ス
ペ
ー
ス
に
、
市
消
防
本

部
か
ら
の
防
火
・
救
命
ポ
ス
タ
ー

が
２
月
20
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

身
の
回
り
の
防
火
対
策
や
い
ざ
と

い
う
時
の
救

命
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

広報いしおか３月１日号　№２７４　　１６　　　　　　　
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シリーズ 28
11月 25日開催　
秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 212）

参加者から出された意見

・震災時に避難所に避難している人の個
人情報を市と共有することにより、個
人レベルでの物資の配達を実現したい。
・国民健康保険の事業で市内の各郵便
局と連携し行う「いしおかウォーキン
グ大会」への参加者が大変多いので、
行政の更なる協力をお願いしたい。
・石岡地区の防災行政無線は、天候の
状況などで聞きづらい時がある。郵便
局内に個別の防災行政無線があれば、
地元への周知ができる。
・マイナンバーカードでの証明書コン
ビニ交付が開始されたが、郵便局で証
明書交付が可能になると良いのではな
いか。

市
長
日
記
34

２
月
８
日
（
水
）

石
岡
を
学
ぶ
、

　
　
　
　

石
岡
に
学
ぶ

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

　タウンミーティング

「
百
俵
の
米
も
、
食
え
ば
た
ち
ま

ち
な
く
な
る
が
、
教
育
に
あ
て
れ

ば
明
日
の
一
万
、百
万
俵
と
な
る
」

　

越
後
長
岡
藩
の
米
百
俵
は
、
幕

末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
活
躍

し
た
長
岡
藩
士
、
小
林
虎
三
郎
の

有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
が
、
こ

の
教
育
の
精
神
に
通
じ
る
話
が
石

岡
市
に
も
あ
り
ま
す
。

「
広
く
知
識
を
世
界
に
求
め
、
後

進
を
育
て
、
文
化
を
基
盤
と
し

た
地
域
社
会
の
建
設
を
目
指
す
」

と
い
う
志
を
抱
い
た
若
き
教
育

家
、
手
塚
正
太
郎
氏
が
発
起
人
と

な
り
、
こ
の
理
想
に
共
鳴
し
た

当
時
の
町
民
の
お
よ
そ
50
人
が

5
0
0
冊
の
本
の
寄
贈
に
よ
っ

て
、
石
岡
小
学
校
の
一
角
に
図
書

室
が
誕
生
し
ま
し
た
。
明
治
22
年

９
月
9
日
の
で
き
ご
と
で
す
。

そ
の
当
時
は
「
石
岡
書し

ょ
じ
ゃ
く
か
ん

籍
館
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

国
立
国
会
図
書
館
の
設
立
は
、

明
治
30
年
、
茨
城
県
立
図
書
館
の

設
立
は
、
明
治
36
年
。「
図
書
館
」

と
い
う
施
設
の
概
念
が
な
い
頃
の

先
駆
的
な
取
り
組
み
で
し
た
。
当

時
は
、福
沢
諭
吉
の「
学
問
の
す
ゝ

め
」
や
「
文
明
論
之
概
略
」
が
地

方
で
読
ま
れ
て
い
た
時
代
。
石
岡

書
籍
館
が
で
き
た
明
治
22
年
と
い

え
ば
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
公
布

さ
れ
た
年
で
し
た
。

　

歴
史
の
な
い
ま
ち
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
石
岡
ほ
ど
歴
史
の
奥
深
い

ま
ち
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
は

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
国
強
兵
・
食
糧
増
産
の
大
正

時
代
に
、
八
木
の
干
拓
事
業
を

霞
ヶ
浦
で
い
ち
早
く
始
め
た
高
浜

の
醸
造
家
・
羽
成
卯
兵
衛
さ
ん
は
、

私
財
を
投
げ
打
っ
て
55
町
歩
の
美

田
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
実
に
10

年
が
か
り
の
大
工
事
で
し
た
。

　

国
分
寺
の
境
内
に
は
、
江
戸
時

代
の
芸
聖
と
呼
ば
れ
た
都
々
一
坊

扇
歌
の
墓
と
六
角
形
の
扇
歌
堂
が

あ
り
ま
す
。
扇
歌
は
都
々
逸
の
創

始
者
で
あ
り
、
江
戸
の
寄
席
を
席

巻
し
た
一
流
の
芸
人
で
し
た
。
そ

の
扇
歌
が
、
な
ぜ
石
岡
に
埋
葬
さ

れ
ま
つ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
江
戸
か
ら
石
岡
に
来
る
こ

と
に
な
っ
た
理
由
は
何
な
の
で

し
ょ
う
。

「
石
岡
を
学
ぶ
」
こ
と
は
、
ま
ず

石
岡
を
知
る
こ
と
、
情
報
を
得
る

こ
と
で
す
。
そ
し
て
時
代
背
景
や

そ
の
人
の
哲
学
、
思
想
、
人
生
観
、

志
、
思
い
に
ま
で
達
し
た
と
き
、

「
石
岡
に
学
ぶ
」
こ
と
に
な
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
想
像
力
を
働
か

せ
、
切
り
口
を
変
え
て
観
察
し
、

そ
の
時
代
に
生
き
た
人
々
の
心
が

理
解
で
き
た
な
ら
、
石
岡
を
誇
ら

し
く
思
え
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

４
月
1
日
、
中
央
図
書
館
の

隣
り
に
、
児
童
書
の
専
門
館
「
本

の
森
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
す
。

郷
土
を
知
る
楽
し
さ
を
覚
え
、
先

人
の
教
え
を
理
解
し
、
郷
土
へ
の

誇
り
と
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な

る
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
そ

ん
な
場
所
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

市
内
各
郵
便
局
長
の
皆
さ
ん

　

参
加
者
17
人
で
行
い
ま
し
た
。

市
長
か
ら
は
、
市
と
災
害
協
定
を

提
携
し
て
い
る
行
政
や
郵
便
局
を

は
じ
め
と
す
る
民
間
企
業
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
地
域
の
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
i
P
a
d

を
使
用
し
た
健
康
状
態
の
確
認
や

買
い
物
な
ど
の
支
援
の
実
証
実
験

を
し
て
い
る
事
例
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

　　　　　　　１７　　広報いしおか３月１日号　№２７４
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石岡書籍館を創った
手塚正太郎氏



11
月
・
12
月

　
　

月
例
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
17
日
、
鹿
の
子
健
康
広
場

優　

勝
／
こ
い
せ
チ
ー
ム

12
月
24
日
、
鹿
の
子
健
康
広
場

優　

勝
／
鹿
の
子
チ
ー
ム

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
長
杯
剣
道
大
会

１
月
15
日
、
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

団
体
戦

優　

勝
／
林
少
年
剣
道
教
室
Ａ

個
人
戦

３
年
生
以
下
の
部

優　

勝
／
山
下
梅
冬（
府
中
剣
友
会
）

４
年
生
の
部

優　

勝
／
窪
田
陽
斗（
府
中
剣
友
会
）

結　

果
石岡運動公園　　　　　☎ 26-7210
八郷総合運動公園　　　☎ 43-6884
石岡海洋センター　　　☎ 23-5191
柏原野球公園管理事務所     ☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設　☎ 43-6884

スポーツ
情報

日にち／４月 29日（土）
※雨天決行
会場／朝日里山学校
種目・参加費／
スーパーロング（51㎞）・10,000 円・ロング（27
㎞）・6,500 円・ミドル（17㎞）・5,500 円・ショー
ト（９㎞）・4,500 円
定員／各 300 人（先着）
申込方法／３月 15日（水）までに直接または

インターネット（シンコーネット、ランネット）
で申し込み。

※省資源化、ゴミ減量化の一環として給水エイ
ドでの紙コップの用意はありません。マイカッ
プをご持参ください。
■申し込み・問い合わせ　
石岡トレイルランクラブ　☎ 24‒4428　
　 www.teamsportsjapan.jp/

【地元ボランティアも募集中！】
▶会場設営や給水地点のラン
ナー誘導をしてくれるボラン
ティアも募集しています。詳し
くはお問い合わせください。
写真は毎年ボランティアで参加
している半田地区の皆さん。

５
年
生
の
部

優　

勝
／
井
上
樹
愛
良
（
石
岡
東

剣
友
会
）

６
年
生
の
部

優　

勝
／
金
子
廉（
石
岡
東
剣
友
会
）

第
７
回
石
岡
市
長
杯

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

12
月
24
日
、
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

女
子
の
部

優　

勝
／
石
岡
Ｋ
Ｉ
Ｄ

石
岡
初
打
ち

　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

１
月
６
日
・
鹿
の
子
健
康
広
場 

優　

勝
／
鹿
の
子
チ
ー
ム 

ＨＰ

参加者募集中！
ＦＯＵＣＵＳ！　スポーツに関する話題をお届け

果物と自然の里　第 10回いしおかトレイルラン大会

　山の中を走るトレイルランニング。新緑が芽吹く里山を眺めな
がら走る爽快さを味わえます。三方を山に囲まれた石岡市ならで
はのスポーツ。昨年は県内外から 1,000 人を超えるランナーが
集まりました。あなたも挑戦してみませんか？

【地元ボランティアも募集中！】

スポーツ　

広報いしおか３月１日号　№２７４　　１８　　　　　　　

▲石岡市体育協会では、スポーツ活動中、事故
が発生したときに対応できるように、会員向け
に救急救命士による講習会を開催しています。



申
請
期
限
／
３
月
31
日
（
金
）

申
請
場
所
／
各
保
健
セ
ン
タ
ー

1
大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
助
成

対
象
／
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望

し
て
い
る
女
性
と
配
偶
者
、
ま
た

は
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

助
成
額
／
・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン 

５
０
０
０
円
・
風
し

ん
ワ
ク
チ
ン 

３
０
０
０
円

※
償
還
払
い
に
な
り
ま
す
。

2
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
助
成

助
成
額
／
４
０
０
０
円

償
還
払
い
の
人
／
任
意
高
齢
者
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
助
成
対
象
者

（
65
歳
以
上
）
で
石
岡
市
医
師
会

に
加
入
し
て
い
る
医
療
機
関
以
外

で
接
種
し
た
人
や
定
期
接
種
対
象

者
（
65
歳
か
ら
５
歳
刻
み
）
で
県

外
医
療
機
関
で
接
種
し
た
人
。

※
過
去
に
一
度
で
も
（
自
費
接
種

含
む
）
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
人
は
助
成
対
象
外
で
す
。

3
高
齢
者
・
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成

対
象
／
高
齢
者
は
65
歳
以
上
、
小

児
は
１
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

助
成
額
／
２
０
０
０
円

償
還
払
い
の
人
／
指
定
医
療
機
関

以
外
で
12
月
末
日
ま
で
に
接
種
し

た
人
。

4
小
児
予
防
接
種
助
成

助
成
額
／
・
お
た
ふ
く
ワ
ク
チ
ン

３
０
０
０
円  

・
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン

５
０
０
０
円
（
２
回
ま
で
）

※
定
期
予
防
接
種
（
例
：
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
・
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
な
ど
）
は
全
額

償
還
払
い
の
人
／
指
定
医
療
機
関

以
外
で
接
種
し
た
人

◎
償
還
払
い
…
一
度
予
防
接
種
費

用
を
全
額
支
払
い
、
そ
の
後
申
請

で
、
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
。

○
二
種
混
合
予
防
接
種

対
象
／
市
内
小
学
６
年

生
（
平
成
16
年
４
月
２
日

〜
平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

接
種
時
期
／
３
月
31
日
ま
で
の
接

種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

接
種
方
法
／
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

○
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種（
２
期
）

対
象
／
平
成
29
年
４
月
に
小
学
校

入
学
の
人
（
平
成
22
年
４
月
２
日

〜
平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

接
種
時
期
／
３
月
31
日
ま
で
（
時

期
を
過
ぎ
る
と
自
己
負
担
）

接
種
方
法
／
指
定
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
（
予
約
制
）

○
日
本
脳
炎
予
防
接
種

▼
平
成
17
年
か
ら
の
積
極
的
勧
奨

の
差
し
控
え
に
よ
り
、
日
本
脳
炎

の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
を
逸

し
た
人
（
平
成
19
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）
は
、
20
歳
に

な
る
ま
で
４
回
を
定
期
接
種
と
し

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
21
年
10
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
１
期
（
90
か
月
ま
で
）
に

３
回
が
終
了
し
な
か
っ
た
人
は
、

２
期
（
９
歳
以
上
13
歳
未
満
）
期

間
に
不
足
回
数
を
定
期
接
種
と
し

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

接
種
勧
奨
者
／
平
成
28
年
度
に
小

学
４
年
生
と
18
歳
に
な
る
人
・
・
・

２
期
（
４
回
目
）

接
種
時
期
／
３
月
31
日
ま
で
の
接

種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種

▼
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
は
平
成
28
年
10
月
１
日

以
降
の
接
種
か
ら
定
期
接
種
に
な

り
ま
し
た
。
対
象
者
に
は
個
別
通

知
や
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
で
予
診

票
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

※
１
歳
に
な
る
前
日
ま
で
が
定
期

接
種
期
間
で
す
（
３
回
接
種
）

健 康
ガイド

石岡保健センター
☎ 24-1386　℻   24-4638 
八郷保健センター
☎ 43-6655　℻   44-1492

予
防
接
種
助
成

■こころの健康相談（要予約）
▶相談は無料です。
日にち・会場／・３月１日（水）
八郷保健センター・３月 13 日
（月）石岡保健センター
時間／午後１時 30分
　　　～３時 30分

■こころといのちの電話相談
▶こころの悩みなどに専門の相
談員が電話で応じます。
◎毎月第２火曜日　
午前９時～正午、午後１時～４時
☎ 43-6655
（八郷保健センター内）（八郷保健センター内）

■３月は「自殺対策強化月間」です
▶３月は環境変化がおこりやすく自殺す
る人が増える傾向があることから「自殺
対策強化月間」として相談機関の周知な
ど様々な取り組みを行っています。ここ
数年全国の自殺者は３万人を下回りまし
たが、依然として多くの人が自ら命を
絶っているのが現状です。周りの人が気
づくことで助かる命があります。大切な
人の変化に気づいたら声をかけてくださ
い。
「いばらきこころのホットライン」
▶うつ病などの精神疾患や、こころの健
康に関する相談をお受けしています。
平日　 ☎ 029-244-0556
土日　ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-236-556
（午前 9時～正午／午後１時～４時）

　健康

予
防
接
種

　　　　　　　１９　　広報いしおか３月１日号　№２７４



３月のコミュニティ

開館時間 ／午前 10時～午後８時
休館日／木曜日
※まちかど情報センター駐車場
（向かい側）・臨時駐車場（土橋通
り）をご利用ください。
問い合わせ　☎ 27-5171

▼
園
芸
品
や
新
鮮
野
菜
な
ど
を

販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
香
丸
・
中
町
・
御
幸
通

り
の
参
加
店
前
・
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー

心
と
体
の
健
康
相
談
／
毎
週
水

曜
日
・
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

折
り
紙
教
室
／
25
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物
／
18
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら

サンド市
▼
新
鮮
野
菜
や
手
づ
く
り
品
の

販
売
。
出
店
者
募
集
中
。

日
時
／
毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
（
今
月
は
1
日
）

まちかどバザール
今月は 18 日。
新鮮野菜を持って
行くよー！

まちかど
情報センター
ニュース

まちかど学習会

こ
れ
か
ら
の
介
護
を
考
え
る

▼
４
月
１
日
か
ら
介
護
保
険
の
要
支

援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
が

利
用
す
る
制
度
が
新
し
い
事
業
に
移

行
し
ま
す
。
新
事
業
の
説
明
を
行
い

ま
す
。

日
時
／
３
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら

講
師
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

まちかどギャラリー

88
歳
の
元
テ
ー
ラ
ー

　
　
　

  

職
人
、
大
高
実
の
仕
事
展

▼
金
丸
町
に
店
を
構
え
半
世

紀
以
上
、
紳
士
服
づ
く
り
に
携

わ
っ
た
職
人
人
生
を
作
品
と

と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

期
間
／
３
月
17
日（
金
）〜
22
日（
水
）

平
成
28
年
度 

い
し
お
か
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

期
間
／
３
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
４
月
５
日
（
水
）

歴まちフリーカフェ

▼
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
て
自
由
に

ト
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
事
前

申
し
込
み
は
不
要
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
第
２
・
４
月
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

相談風景

いしおか雛巡り　「歴史絵巻情景飾り」
「蓬
ほうらいさん

莱山」常世の物語　～万年の旅、千年の恋～

心と体の健康相談
散歩のついでに、血圧を測りに来ません
か？お茶とおしゃべりを楽しむ気持ちが
健康につながりますよ！

報
セ
ン
タ
ー

初心者大歓迎！
日時／ 3月 17 日・31 日（金）
午前 10時 ~ 正午・午後 1時～
3時・午後 3時～ 5時
資料代／ 500 円

パソコン教室の参加者募集！

３月８日（水）まで

みんなのひろば　

広報いしおか３月１日号　№２７４　　２０　　　　　　　

◀雛人形たちが、物語の登場
人物を演じる情景飾り。今年
のテーマは浦島太郎と麗しい
乙姫との恋物語。玉手箱には、
乙姫の一途な思いが込められ
ていました。未来と現世の扉
をつなぐ物語を 15 畳の大舞
台で表現中！



まち探訪

「三味線の魅力を伝えたい」

府
中
に
あ
る
、
三
味
線
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
し
ゃ
か
り

き
」
に
は
、
力
強
く
弦
を
弾
く
指

先
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
小
気
味
の

よ
い
三
味
線
の
音
色
が
響
き
ま

す
。
津
軽
三
味
線
日
本
一
決
定
戦

で
日
本
一
に
輝
い
た
踊
正
太
郎
さ

ん
（
北
府
中
）
の
奏
で
る
三
味
線

で
す
。

　

津
軽
三
味
線
は
、
津
軽
地
方
で

男
性
の
視
覚
障
が
い
者
の
門
付
芸

と
し
て
発
展
・
伝
承
し
て
き
ま
し

た
が
、
現
在
、
全
盲
の
プ
ロ
奏
者

は
全
国
で
踊
さ
ん
た
だ
一
人
。

北

　

昨
年
の
12 
月
、
踊
さ
ん
は
、
障

が
い
が
あ
り
な
が
ら
も
不
屈
の
努

力
を
続
け
社
会
的
に
顕
著
な
活
躍

を
し
て
い
る
人
に
贈
ら
れ
る
「
塙

保
己
一
賞
」を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

塙
保
己
一
賞
と
は
、
平
成
19
年

度
か
ら
埼
玉
県
が
創
設
し
た
も

の
。
幼
く
し
て
失
明
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
文
献
集
「
群

ぐ
ん
し
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う

書
類
従
」

を
編
集
・
出
版
し
た
江
戸
時
代
後

期
の
国
学
者
、
塙
保
己
一
（
埼
玉

県
・
本
庄
市
出
身
）
の
精
神
を
後

世
に
引
き
継
ご
う
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
塙
保

己
一
さ
ん
は
、
世
界
的
な
偉
人
と

し
て
讃
え
ら
れ
る
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
も
人
生
の
目
標
と
し
た
人
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
の
三
味
線
奏
者
を

　
　
　
　
　志
し
た
高
校
時
代

「
民
踊
舞
踊
を
教
え
て
い
た
祖
母

か
ら
、
３
歳
の
と
き
に
三
味
線
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
の
が
、
最
初

の
出
会
い
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
40

年
近
く
、
ず
っ
と
三
味
線
の
と
り

こ
で
す
」

　

６
歳
に
な
る
と
、
阿
見
町
の
師

匠
に
弟
子
入
り
し
て
本
格
的
に
習

い
始
め
ま
し
た
。
こ
の
稽
古
を
欠

か
し
た
く
な
か
っ
た
た
め
、
寄
宿

舎
に
は
入
ら
ず
、
石
岡
駅
か
ら
電

車
と
バ
ス
を
使
い
３
時
間
半
か
け

て
、
水
戸
の
茨
城
県
立
盲
学
校
ま

で
６
歳
か
ら
12
年
間
、
通
い
続
け

た
と
い
い
ま
す
。

　

転
機
は
16
歳
、
高
校
２
年
生
の

と
き
に
訪
れ
ま
す
。
腕
試
し
に
出

た
津
軽
三
味
線
全
国
大
会
に
初
出

場
な
が
ら
６
位
と
い
う
成
績
を
残

し
ま
し
た
。

「
プ
ロ
の
三
味
線
奏
者
を
目
指
す

き
っ
か
け
に
な
っ
た
出
来
事
で
し

た
。
卒
業
後
は
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

仕
事
に
携
わ
り
な
が
ら
、
趣
味
で

三
味
線
を
続
け
る
と
い
う
道
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も

プ
ロ
に
な
り
た
か
っ
た
。
今
で
こ

そ
、
視
覚
障
が
い
者
の
職
業
の
選

択
肢
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
そ
の
当
時
は
ま
だ
ま
だ
限
定

的
。
そ
こ
で
音
楽
の
可
能
性
に
か

け
て
、
職
業
選
択
の
幅
を
広
げ
る

挑
戦
を
し
た
か
っ
た
ん
で
す
」

プ
ロ
を
目
指
し
、

　高
校
卒
業
後
、
単
身
青
森
へ

　

津
軽
三
味
線
の
全
国
大
会
を
創

設
し
た
、
青
森
県
在
住
の
三
味
線

奏
者
、
山
田
千
里
さ
ん
に
内
弟
子

入
り
。
何
人
も
の
弟
子
が
い
た
中

で
、
視
覚
障
が
い
が
あ
っ
た
の
は

踊
さ
ん
一
人
だ
け
。
昼
は
稽
古
、

夜
は
師
匠
の
経
営
す
る
民
謡
酒
場

の
手
伝
い
の
日
々
で
し
た
。
20
歳

か
ら
、
津
軽
三
味
線
全
国
大
会
で

３
連
覇
を
達
成
し
、
東
京
、
大
阪

を
は
じ
め
各
地
で
公
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

石
岡
市
に
戻
り
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
を
開
い
た
の
は
、
25
歳
の
時
で

し
た
。

伝
え
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　三
味
線
の
魅
力

「
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
は
三
味
線
教

室
も
開
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た

い
こ
と
に
、
毎
月
、
県
内
は
も
と

よ
り
、
東
京
や
千
葉
か
ら
も
生
徒

さ
ん
が
習
い
に
来
て
く
れ
て
い
ま

す
。
三
味
線
に
関
心
を
も
っ
て
い

た
だ
け
る
の
は
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
ね
。今
後
は
、生
ま
れ
育
っ

た
ふ
る
さ
と
石
岡
で
も
、
三
味
線

の
魅
力
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

全国で唯一の全盲の津軽三味線プロ奏者、
踊
よう

正太郎さん

　みんなのひろば

　　　　　　　２１　　広報いしおか３月１日号　№２７４



文化

図書館
つうしん

時の
記憶

シリーズ 134
文化振興課
☎ 43-1111（内線 1324）

分
か
り
や
す
い
瓦
塚
の
話
⑥

　﹁天
井
が
残
る
窯
跡
﹂

　

今
月
も
部
原
地
区
に
存
在
す
る

﹁
瓦
塚
窯
跡
﹂
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

　

前
回
は
瓦
塚
窯
跡
の
残
り
の
よ

さ
で
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
続
き

と
し
て
、
窯
跡
の
天
井
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

一
般
的
に
窯
跡
の
発
掘
調
査
の

場
合
、
窯
の
天
井
が
崩
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
場
合
が
大
半
で
す
。

こ
れ
に
は
原
因
が
あ
り
ま
す
。
窯

の
操
業
時
に
は
熱
は
上
に
い
く
た

め
天
井
部
の
温
度
が
高
く
な
り
、

傷
み
が
激
し
く
な
り
ま
す
。
そ
こ

に
土
の
重
さ
が
か
か
る
の
で
天
井

が
崩
れ
落
ち
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

瓦
塚
窯
跡
で
は
窯
の
傷
み
が
進

む
と
天
井
を
わ
ざ
と
落
と
し
、
標

高
の
高
い
方
に
新
た
な
窯
を
作

り
、
低
い
方
に
で
き
た
穴
を
失
敗

し
た
瓦
の
廃
棄
場
所
と
し
て
再
利

用
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
一
方
、
瓦
塚
窯
跡
で
は
一

般
的
な
窯
跡
と
は
異
な
り
、
天
井

が
落
ち
ず
に
奈
良
・
平
安
時
代
の

操
業
の
様
子
が
そ
の
ま
ま
残
る
窯

跡
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ほ
ど
の
窯
の
残
り
の
よ
さ
と
い

の
は
全
国
的
に
み
て
も
珍
し
い
も

の
で
す
。
こ
れ
は
窯
の
全
長
が
3.5

ｍ
前
後
と
比
較
的
小
さ
い
こ
と
か

ら
、
天
井
部
に
か
か
る
重
さ
も
小

さ
い
こ
と
が
主
な
理
由
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

現
在
、
瓦
塚
窯
跡
で
は
２
基
の

窯
跡
が
見
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

▲崩れ落ちずに残る瓦塚窯跡の内部

■
中
央
図
書
館
の
児
童
書
の

一
部
が
利
用
で
き
ま
せ
ん

　

４
月
１
日
の
﹁
こ
ど
も
図
書
館

本
の
森
﹂の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、

館
内
の
整
備
や
検
索
シ
ス
テ
ム
の

設
定
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
ま
で
の
間
、
中
央
図

書
館
１
階
に
あ
る
児
童
書
が
、
閲

覧
・
貸
し
出
し
な
ど
の
利
用
や
予

約
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
一
般
書
、
閉
架
の
児
童
書
、
各

地
区
公
民
館
の
図
書
室
の
児
童
書

は
今
ま
で
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

▲崩れ落ちずに残る瓦塚窯跡の内部

  6 日
13日
20日
21日
27日
30日
31 日

３月の
休館日

■問い合わせ
中央図書館　☎ 24-1507
　http://lib.city.ishioka.lg.jpＨＰ

楽
し
い
お
は
な
し
会

中央図書館２階ボランティア室
で開催しています♪　

《３月のおはなし玉手箱》
・今月はお休み
《３月のひよこのおはなしかい》
・9日（木）　午前 10 時 30 分から
《３月のおはなし会》
・今月はお休み

中央公民館で開催しています♪
《３月のおはなしフレンズ》
・11日（土）　午後２時 30 分から
※赤ちゃんから大人まで
誰でも参加できます。

（30 分程度）

★
年
間
貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ
♪

　

平
成
28
年
（
１
～
12
月
）
に
貸

し
出
し
が
多
か
っ
た
ラ
ン
キ
ン
グ

で
す
。読
ん
だ
本
は
あ
り
ま
す
か
？

１位　コロコロことばい
　　　えるかな？  48 回
１位　うたおう！クリス
　　　マス　　　  48 回
３位　はっぱっぱカルタ
　　　だれのこえ？ 43 回

♣ＤＶＤ

１位　人魚の眠る家
　　　（東野圭吾）44回
２位　火花（又吉直樹）
　　　　　　　  42 回
３位　ラプラスの魔女
　　　（東野圭吾）41回

♠一般書

１位　ちか 100 かいだての
　　　いえ（岩井俊雄） 68 回
２位　ノンタンいたいのとんで
　　　け～（ｷﾖﾉｻﾁｺ）   66 回
３位　100 かいだてのいえ
　　　（岩井俊雄）　　 60 回

♥児童書

広報いしおか３月１日号　№２７４　　２２　　　　　　　



　文化

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文芸
いしおか

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

東
田
中　

川
島　

市
郎

一
言
に
思
い
を
込
め
て
年
賀
状

三　

村　

田
端　

俊
行

夕
日
背
に
影
と
競
い
て
息
白
し

石　

川　

田
口　

美
子

初
暦
医
者
の
予
約
を
書
き
込
め
り

南　

台　

菅
野　

憲
枝

初
春
や
古
希
を
迎
え
て
運く

つ
動
靴
を

買
い

旭　

台　

四
日
市
ゆ
み
子

老
犬
や
初
日
の
浜
を
駆
け
し
夢

や
さ
と
俳
句
会

辻　
　
　

上
林　

愛
子

元
朝
や
大
空
の
精
深
く
吸
ふ

柴　

内　

羽
生　
　

俊

正
月
や
曾
孫
の
し
ぐ
さ
見
て
飽
か
ず

下　

林　

鈴
木　

邦
翠

神
宿
る
筑
波
に
続
く
恵
方
道

石
岡
短
歌
同
好
会

旭　

台　

井
上
ミ
チ
子

欲
望
の
涸
れ
老
ゆ
る
身
の
慢
心
も

初
心
に
戻
し
日
毎
に
な
ご
む

高　

浜　

大
嶋　

全
江

福
島
の
道
辺
に
並
ぶ
桃
売
り
の

バ
ケ
ツ
一
杯
二
百
円
と
は

井　

関　

木
間
塚
具
子

冬
枯
れ
の
草
を
抜
く
手
は
冷
た
く
も

お
も
い
描
く
は
タ
ー
シ
ャ
の
庭
な
り

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

新
し
き
年
の
初
め
の
昇
る
日
に
影

を
並
べ
て
犬
と
帰
り
来

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

紅
葉
の
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
り
抜
け
た

れ
ば
碓
氷
峠
に
視
界
広
が
る

八
郷
短
歌
会片　

野　

小
野
瀬
も
と

電
線
に
止
ま
り
し
雀
か
し
ま
し
き

上
見
上
ぐ
れ
ば
五
線
譜
の
如

柿　

岡　

小
林　

渥
子

残
り
実
の
柚
子
の
一
つ
が
梢う

れ

高
く

大
寒
の
ひ
か
り
穏お

だ

し
く
反か

へ

す

山　

崎　

鈴
木　
　

菫

あ
ざ
み
の
歌
口
ず
さ
み
つ
つ
中
二

の
春
師
の
懐
か
し
き
友
の
恋
し
き

石
岡
俚
謡
会石　

岡　

石
塚　

芳
華

母
の
訛
り
は　

民
話
の
よ
う
で

　
　

囲
む
こ
た
つ
の　

外
は
雪

川　

又　

関　
　

清
志

着
せ
て
や
り
た
い
お
地
蔵
さ
ん
に

　
　

裸
寒
か
ら　

雪
時
雨

下　

林　

加
藤　

弥
生

命
燃
や
し
て　

誓
っ
た
愛
は

　
　

俺お
い
ら等

漕
ぎ
出
す　

世
帯
船

国　

府　

篠
原
美
千
代

い
ろ
り
懐
か
し　

卓ち
ゃ
ぶ
だ
い

袱
台
囲
み

　
　

お
ら
が
産
地
の　

試
食
会

石　

岡　

貝
泉
庵
卆
翁

何
時
か
帰
る
と　

千
島
の
空
に

　
　

思
い
を
か
け
て
る　

島
の
民

国　

府　

大
西　

和
子

腰
の
曲
が
り
を　

伸
ば
し
て
雪
を

　
　

掻
い
て
暮
ら
し
の　

道
作
り

若　

松　

川
崎　

洋
子

口
で
勝
ち
得
た　

大
統
領
の

　
　

イ
ス
に
座
っ
た　

時
の
人

南　

台　

月
乃
香
倶
耶
姫

小
春
日
和
と　

夜
寒
が
嬉
し

　
　

揺
れ
る
干
し
柿　

軒
の
下

石
岡
俚
謡
会 

　

文
化
協
会
だ
よ
り

俳
句

真　

家　

川
崎　

夫
久

や
さ
し
さ
は
何
処
に
咲
く
も
す
み

れ
草

大　

塚　

松
岡　

元
義

枯
れ
枯
れ
に
独
り
咲
き
た
る
寒
椿

短
歌

北
根
本　

大
塚　

豊
子

日
脚
伸
ぶ
太
陽
赤
き
西
の
空

山　

崎　

荒
井　

幸
子

初
客
の
娘
夫
婦
と
酌
み
交
は
す

夢
の
叶
ひ
て
夫
も
綻
ぶ

山　

崎　

鈴
木　

君
江

思
い
出
は
語
り
て
尽
き
ず
そ
れ
ぞ

れ
の
生
き
た
証

あ
か
し

の
宝
と
な
り
ぬ

　

都
々
逸
の
創
始
者
で
あ
り
、
稀

代
の
音
曲
家
と
し
て
一
世
を
風
靡

し
た
初
代
都
々
一
坊
扇
歌
が
晩
年

を
過
ご
し
、
没
し
た
地
が
石
岡
で

す
。
扇
歌
が
眠
る
石
岡
の
地
で
、

都
々
逸
の
歴
史
を
連
綿
と
受
け
継

い
で
き
た
石
岡
俚
謡
会
は
、
市
内

で
も
最
も
歴
史
の
あ
る
文
化
団
体

の
一
つ
と
し
て
今
も
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

市
民
会
館
で
毎
月
第
２
日
曜
日

に
開
く
月
例
会
は
、
持
ち
寄
る
作

品
を
味
わ
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

に
評
し
合
う
知
の
ゲ
ー
ム
場
で

す
。
絶
好
の
頭
の
体
操
と
し
て
、

お
年
寄
り
か
ら
若
手
世
代
ま
で
広

く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
七
・
七
・
七
・
五
の
リ
ズ

ム
に
乗
せ
て
、
一
緒
に
俚
謡
を
楽

し
む
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
会
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
３

月
12
日
の
文
化
協
会
一
日
体
験
で

は
、
八
郷
写
真
ク
ラ
ブ
と
コ
ラ
ボ

し
、
写
真
で
一
句
の
体
験
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
こ
ち
ら
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ　

石
岡
俚
謡
会

☎
２
４
・
２
２
３
７
（
助
川
）

　　　　　　　２３　　広報いしおか３月１日号　№２７４



てき

材
料
（
５
人
分
）

鶏
も
も
肉
（
皮
な
し
）
３
５
０ｇ

A
塩 
０
・
５ｇ
、
こ
し
ょ
う 

少
々

薄
力
粉 
20
ｇ
・
レ
ン
コ
ン

２
５
０ｇ
・
玉
ね
ぎ 

２
５
０ｇ
・

に
ん
に
く 

２
〜
３
片
・
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル 

大
さ
じ
１
・
ト
マ
ト

缶 

５
０
０ｇ

B
コ
ン
ソ
メ 

７ｇ
、
水 

３
０
０
㎖

C
塩 

０
・
５ｇ
、
こ
し
ょ
う 

少
々

粉
チ
ー
ズ 

５ｇ
・
刻
み
パ
セ
リ

適
量

作
り
方

① 

鶏
も
も
肉
は
一
口
大
に
切
り
、

A
を
も
み
込
み
薄
力
粉
を
ま
ぶ

す
。
残
っ
た
薄
力
粉
は
捨
て
ず
に

取
っ
て
お
く
。

② 

レ
ン
コ
ン
は
一
口
大
の
乱
切

り
、
玉
ね
ぎ
は
く
し
形
切
り
、
に

ん
に
く
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

③ 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
と
に
ん
に
く
を
熱
し
、
鶏
肉

を
焼
く
。
玉
ね
ぎ
、
レ
ン
コ
ン
、

残
っ
た
薄
力
粉
を
加
え
さ
っ
と
炒

め
、
ト
マ
ト
缶
を
加
え
炒
め
合
わ

せ
る
。

④ 
B
を
加
え
弱
火
に
し
、
蓋
を

し
て
30
分
ほ
ど
煮
込
む
。
蓋
を

取
っ
て
水
気
を
と
ば
す
。

⑤ 

C
で
味
を
調
え
、
器
に
盛
り

チ
ー
ズ
と
パ
セ
リ
を
散
ら
す
。

比企 杏
あん な

奈ちゃん（４歳 11 か月）
比企 凛

りん な

奈ちゃん（１歳２か月）
須藤 央

おう

ちゃん（10 か月）

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

わが家のアイドル

平成29年3月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

加生野
妹思いで動物が好きなやさし
い姉と元気に保育所に行く妹
です。元気で思いやりのある
子に育ってね。

柿岡
毎日家の中でアンパンマン号
に乗ったりつみきをして遊ん
だりしています。
元気に大きくなってね。

本の世界へ
　　ようこそ！

〈表紙の写真〉「子どもたちのために読んであげていると思っていたけど、読ん
でいるうちに子どもたちからパワーをもらっている。読み聞かせって本当に不
思議な力をもっているんですよ」と穏やかな声で話すのは、読み聞かせグルー
プ、フレンズやさとの皆さん。中央図書館では、ボランティアの皆さんの協力
のもと読み聞かせを行っています。
　4月 1日から、中央図書館の隣りに児童書の専門館「本の森」がオープン。
本の森が気兼ねなく親子で過ごせる場になり、本を通したコミュニケーション
がますます活発になりますように。

おうあ ん な

　　　　鶏肉とレンコンのトマト煮込み幸せは食事からヘルスメイトの
レシピ紹介

栄養成分（１人分）

（エネルギー 206kcal、塩分 1.0g）

レンコンの食物繊維とトマトのビタミン
が豊富な栄養バランス抜群の一品です。
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